How Yuan Mei 袁枚\u27s Zibuyu 『子不語』 has been Supplemented by 中野 清
一
、
は
じ
め
に
（
袁
枚
價
の

）
十
八
世
紀
の
中
國
、

の
乾
と
い
う
時
代
に
、
謂
「
文
壇
」
が
果
た
し
て
存
在
し
得
た
か
ど
う
か
は
し
ば
ら
く
措
い
て
も
、
當
時
の
文
人
・
學
の
う
ち
に
、
袁
枚
の
存
在
を
默
す
る
こ
と
が
で
き
た

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
毀
」
も
「
貶
」
も
、「
」
も
「
襃
」
も
、
と
も
に
大
量
に
殘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
袁
枚
に
對
す
る
「
毀
襃
貶
」
は
、
大
き
く
三
つ
の
時
代
に
	
分
し
て
、
そ
の
變

を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
章
學
の
『
書
坊
刻
詩
話
後
（
１
）』
に
代
表
さ
れ
る
同
時
代
人
に
よ
る
「
惡
罵
嘲
笑
」
で
あ
る
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
女
弟
子
」
の
存
在
が
、
嚴
な
る
禮
徒
の
機
を
損
ね
た
と
い
う
點
と
、
「
性
の
自
由
な
發
露
」
を
「
無
格
律
」「
放
恣
」「
淺
」
と
決
め
つ
け
た
い
う
に
ぎ
ず
、
感

・
生
理
レ
ベ
ル
の
も
の
が
多
く
、
批
と
し
て
は
論
ず
る
に
値
す
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
末
の
梁
超
に
至
る
ま
で
、
同
じ
傾
向
の
も
の
は
多
い
。
一
方
で
、
袁
枚
の
後

・
友
人
な
ど
に
よ
る
好
意
な
忠
な
い
し
揶
揄
な
ど
も
多
い
（
２
）。
例
え
ば
、
聞
汝
宰
江
有
善
政
、
不
負
言
。
惜
杜
牧
之
未
風
流
耳
。
汝
江
を
宰
し
て
善
政
有
り
、
に
言
ふ
に
負
か
ず
と
聞
く
。
惜
む
ら
く
は
杜
牧
之
未
だ
風
流
を
れ
ざ
る
の
み
。
「
五
四
文
學
革
命
」
以
後
の
論
に
は
、
か
え
っ
て
ほ
と
ん
ど
「
女
弟
子
」
の
存
在
に
觸
れ
た
も
の
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、「
性
の
解
放
」
と
い
う
點
か
ら
、
そ
の
「
性
靈
」
を
價
す
る
も
の
が
多
い
。
ど
う
に
も
價
し
に
く
い
「
女
弟
子
」
の
存
在
に
、
な
る
べ
く
觸
れ
ま
い
袁
枚
『
子
不
語
』
の
補
中
野

と
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
例
え
ば
、
代
の
詩
人
朱
自

（
３
）は
、
「
文
壇
革
命
家
」
と
い
う
言

を
用
い
て
、
代
袁
枚
也
算
得
一
個
文
壇
革
命
家
、
論
詩
也
以
性
靈
爲
。
到
了
他
才
將
「
詩
言
志
」
意
義
又
擴
展
了
一
、
差
不
離
和
陸
機

「
詩

	」

爲
一
談
。
代
の
袁
枚
も
ま
た
一
人
の
文
壇
革
命
家
に
數
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
性
	を
に
し
て
詩
を
論
じ
て
い
る
。
彼
に
至
っ
て
「
詩
は
志
を
言
う
」
と
い
う
言
の
意
味
を
ま
た
一
ひ
ろ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
陸
機
の
「
詩
は
	に
る
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
の
も
の
と
し
て
い
る
。
と
い
て
い
る
。
そ
し
て
、「
改
革
開
放
」
後
に
な
る
と
、
直
到
袁
枚
出
來
、
代
詩
歌
才
眞
正
走
出
了
自
己

路
、
得
了
徹
底
解
放
（
４
）。
袁
枚
以
招
收
女
弟
子
形
式
大
量
培
女
詩
人
、
事
實
上
也
正
是
這
股
時
代
流

出
表
現
之
一
。
它
不
但
在
文
學
史
上
、
而
且
在
女
文
史
以

育
史
上
、
無
疑

有
十
分
重
大
意
義
（
５
）。
袁
枚
の
出
現
に
い
た
っ
て
、
代
の
詩
歌
は
は
じ
め
て
自
分
の

を
正
し
く
み
出
す
こ
と
が
で
き
、
徹
底
解
放
を
か
ち
え
た
の
で
あ
る
。
袁
枚
は
女
弟
子
を
集
め
る
と
い
う
形
で
、
大
量
に
女
詩
人
を
育
て
た
。
事
實
こ
の
時
代
の
流
の
尖
な
現
れ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
文
學
史
の
上
だ
け
で
は
な
く
、
女
文
史
び
女
育
史
上
に
、
と
も
に
疑
い
な
く
た
い
へ
ん
重
大
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
、「
女
弟
子
」
の
存
在
を
、「
女
文
史
・
育
史
」
上
に
位
置
づ
け
て
積
極
に
價
す
る
も
の
ま
で
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
價
と
は
、
ま
さ
に
郭
沫
の
く
如
く
「
時
代
賜
（
６
）」
な
の
で
あ
る
。
二
、
版
本
の
問
題
袁
枚
の
ま
さ
に
「
等
身
」
と
い
う
ほ
か
は
な
い
作
の
う
ち
、
『
小
倉
山
詩
集
』
・
『
隨
園
詩
話
』
・
『
新
齊
諧
（
子
不
語
）』
等
は
、
い
っ
た
ん
原
刊
本
が
上
梓
さ
れ
た
あ
と
も
、
な
お
書
き
繼
が
れ
た
部
分
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
原
刊
本
（
謂
『
二
十
八
種
』
）
よ
り
も
袁
の
後
、
弟
子
や
族
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
私
家
版
の
集
『
隨
園
三
十
種
』
の
ほ
う
が
、
卷
數
が
 加
し
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
『
小
倉
山
詩
集
』
・
『
隨
園
詩
話
』
に
關
し
て
は
ひ
と
ま
ず
措
い
て
、
『
新
齊
諧
（
子
不
語
）・
續
新
齊
諧
』
の
 補
に
つ
い
て
袁
枚
『
子
不
語
』
の
増
補
（
中
野
）
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檢
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
一
般
に
小
の
版
本
究
は
、
白
話
小
の
場
合
に
は
孫
楷
第
・
鹽
谷
以
後
の
究
査
の
積
が
あ
る
が
、
文
言
小
、
特
に
『
聊
齋
志
』
以
外
の
の
志
怪
小
の
版
本
究
は
、
ま
だ
始
ま
っ
て
も
い
な
い
と
い
う
の
が
現
	な
の
で
あ
る
。
以
下
、
拙
譯
本
（
７
）の
解
と
一
部
重
複
す
る
が
、『
新
齊
諧
（
子
不
語
）・
續
新
齊
諧
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、


す
る
。
木
版
線
裝
本
に
は
以
下
の
四
種
が
あ
る
。
①
原
刊
本
（
隨
園
二
十
八
種
）
『
新
齊
諧
二
十
四
卷
』
乾
五
十
三
年
（
一
七
八
八
）
刻
。
封
面
中
央
に
「
新
齊
諧
」
、
右
上
に
「
乾
戊
申
」
、
右
下
に
「
刻
必
究
」
、
左
下
に
「
隨
園
版
」。
縱
二
五
〇
ミ
リ
、
一
五
八
ミ
リ
。


匡
郭
縱
一
六
四
ミ
リ
、
一
二
三
ミ
リ
、
十
一
行
行
二
十
一
字
、
白
口
左
右
雙
邊
有
界
。
序
、
目
各
一
は
版
心
魚
尾
上
に
「
新
齊
諧
」
。
本
文
卷
頭
は
「
新
齊
諧
第
幾
卷
、
隨
園
戲
」
と
あ
る
が
、
版
心
魚
尾
上
に
は
「
子
不
語
」、
魚
尾
下
に
卷
數
丁
數
。
目
は
卷
幾
計
幾
則
と
あ
る
の
み
。
『
續
新
齊
諧
八
卷
』
封
面
中
央
に
「
續
新
齊
諧
」
、
左
下
に
「
隨
園
版
」、
目
無
し
。
本
文
卷
頭
は
、
一
～
四
卷
は
「
續
新
齊
諧
第
一
、
隨
園
戲
」
～
「
續
新
齊
諧
第
四
、
隨
園
戲
」、
五
卷
は
「
續
新
齊
諧
第
五
卷
、
隨
園
戲
」、
六
卷
は
「
續
新
齊
諧
卷
六
、
隨
園
戲
」、
七
～
八
卷
は
「
續
新
齊
諧
第
七
卷
、
隨
園
戲
」「
續
新
齊
諧
第
八
卷
、
隨
園
戲
」
と
、
統
一
を
缺
く
。
版
心
魚
尾
上
に
は
「
續
新
齊
諧
」
、
魚
尾
下
に
卷
數
丁
數
。②
『
隨
園
三
十
種
』
正
二
十
四
卷
、
續
十
卷
。
封
面
中
央
に
「
新
齊
諧
」、
左
下
に
「
隨
園
版
」
と
あ
り
。
縱
一
七
一
ミ
リ
、
一
一
五
ミ
リ
、


匡
郭
縱
一
三
四
ミ
リ
、
一
〇
五
ミ
リ
、
十
行
行
二
十
一
字
、
口
左
右
雙
邊
有
界
。
魚
尾
無
し
。
序
一
は
版
心
に
新
齊
諧
、
目
二
十
一
は
版
心
に
「
子
不
語
」
。
本
文
卷
頭
は
新
齊
諧
第
幾
卷
、
隨
園
戲
と
あ
る
が
、
版
心
に
は
「
子
不
語
」
、
下
に
卷
數
丁
數
。
目
は
て
題
名
を
記
す
。
こ
の
版
は
『
續
修
四
庫
書
』
に
影
印
さ
れ
て
い
る
。
③
美
堂
刊
本
嘉
慶
二
十
年
（
一
八
一
五
）。
國
立
國
會
圖
書


の
、
封
面
に
『
新
齊
諧
』
と
あ
る
だ
け
の
無
刊
記
本
が
こ
れ
で
あ
ろ
う
。
版
形
は
ほ
ぼ
『
隨
園
三
十
種
』
と
同
じ
（
縱
十
七
一
ミ
リ
、
一
一
五
ミ
リ
）
で
あ
る
。
④
同
治
三
年
三
讓
睦
氏
の
刊
行
に
係
る
『
三
十
種
』
の
復
刻
本
が
あ
る
と
い
う
も
未
見
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
160
線
裝
本
で
あ
る
が
、
石
印
・
排
印
の
も
の
は
、
⑤
『
隨
園
三
十
八
種
』
裕
堂
排
印
。
光
十
八
年
（
一
八
九
二
）。
⑥
『
隨
園
三
十
六
種
』
上
圖
書
集
書
局
。
光
十
八
年
（
一
八
九
二
）。
⑦
『
隨
園
三
十
八
種
』
上
鴻
文
書
局
石
印
。
宣
統
二
年
（
一
九
一
〇
）。⑧
『
隨
園
集
』
文
明
書
局
石
印
。
一
九
一
八
年
。
同
じ
版
が
『

代
筆
記
小
叢
刊
』
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
名
で
も
發
賣
さ
れ
て
い
る
。
⑨
『
隨
園
四
十
三
種
』
上

	

山
石
印
。
一
九
一
八
年
。
⑩
『
詳
註
子
不
語
』
上
會
文
堂
書
局
石
印
。
桃
源
山
人
註
。
一
九
二
四
年
。
民
國
第
弌
甲
子
年
孟
秋
上
會
文
堂
書
局
印
行
⑪
『
筆
記
小
大
』
本

書
局
排
印
。
一
九
二
〇
年
代
で
あ
ろ
う
。
江
蘇
廣
陵
古
刻
印
の
影
印
本
が
あ
る
。
⑫
『
袁
枚
集
』
上
校
經
山

記
書
局
排
印
。
一
九
二
七
年
。
以
上
、
て
『
隨
園
三
十
種
』
本
に
據
っ
て
い
る
。
洋
裝
活
字
本
は
數
多
い
が
、
年
の
も
の
は
體
字
を
使
っ
た
も
の
も
あ
り
、
縱
組
み
の
も
の
も
組
み
の
も
の
も
あ
る
。
校
訂
が
杜
撰
な
も
の
、
使
用
底
本
を
明
記
し
て
い
な
い
も
の
も
多
い
が
、
そ
の
中
で
學

に
信
で
き
る
も
の
は
、
⑬
申
孟

「
子
不
語

」
文


出
版
、
一
九
八
八
年
十
二
。
體
字
組
み
。
『
新
齊
諧
・
續
新
齊
諧
』
か
ら
百
八
話
を

び
釋
を
施
し
た
も
の
。
⑭
文
言
小
『
子
不
語
』
嶽
麓
書
、
一
九
八
五
年
十
一
。
『
新
齊
諧
』
の
み
。
體
字
組
み
。
⑮
『
子
不
語
』
上
古
出
版
、
一
九
八
六
年
十
一
。
『
新
齊
諧
・
續
新
齊
諧
』
。
體
字
縱
組
み
。
こ
の
書
だ
け
が
、
解
で
『
原
刊
本
』
と
『
三
十
種
』
本
以
の
行
本
の
同
に
觸
れ
て
い
る
。
⑯
『
子
不
語
集
』
河
北
人
民
出
版
、
一
九
八
七
年
七
。
『
新
齊
諧
・
續
新
齊
諧
』。
體
字
組
み
。
⑰
古
曄
等
譯
『
子
不
語
』
國
際
廣
播
出
版
、
九
九
二
年
十
一
。
『
新
齊
諧
』
の
み
。
體
字
組
み
だ
が
、
原
文
と
現
代
中
國
語
譯
對
照
で
あ
る
。
『
新
齊
諧
』
の
み
と
は
い
え
譯
で
か
な
り
な
勞
作
で
あ
る
。⑱
『
袁
枚
集
第
四
卷
』
江
蘇
古
出
版
、
一
九
九
三
年
九
。
『
新
齊
諧
・
續
新
齊
諧
』。
體
字
縱
組
み
。
①
の
原
刊
本
『
新
齊
諧
二
十
四
卷
・
續
新
齊
諧
八
卷
（
隨
園
二
十
八
種
）』
は
、
『
國
 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
８
）』
に
よ
る
と
、
新
潟
大
、
二
松
學
舍
、
公
文
書
!、
東
洋
文
庫
等
に
"
#さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
現
在
筆
$の
手
元
に
あ
る
も
の
は
、『
櫻
山
文
庫
』
%
#本
、『
新
齊
袁
枚
『
子
不
語
』
の
増
補
（
中
野
）
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諧
二
十
四
卷
』
六
冊
・『
續
新
齊
諧
八
卷
』
二
冊
。
こ
の
原
刊
本
の
目
は
第
一
第
一
行
に
『
新
齊
諧
目
』
、
第
二
行
か
ら
「
卷
一
計
二
十
九
則
」、「
卷
二
計
三
十
三
則
」
と
、
第
一
の
最
後
が
「
卷
二
十
一
計
四
十
九
則
」、
版
心
は
『
新
齊
諧
』、
魚
尾
下
に
目
。
第
二
は
三
行
で
わ
り
、
版
心
は
無
し
。
す
る
に
、
「
第
何
卷
に
は
何
話
收
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
記
し
て
い
る
に
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
計
幾
則
」
が
非
常
に
不
正
確
な
の
で
あ
る
。
②
と
③
の
目
は
、
各
卷
ご
と
に
題
名
ま
で
記
し
て
お
り
、
卷
二
十
三
、
二
十
四
に
は
兩
版
と
も
に
續
と
付
記
が
あ
る
。
原
刊
本
よ
り
話
數
が
え
て
い
る
し
、
『
續
新
齊
諧
』
も
二
卷
え
て
十
卷
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
②
は
目
だ
け
で
、『
新
齊
諧
』
で
二
十
、『
續
新
齊
諧
』
で
八
と
い
う
分
量
に
な
っ
て
い
る
。
三
、
問
題
の
在
原
本
『
隨
園
二
十
八
種
』
そ
の
も
の
が
、
に
稀
覯
本
に
屬
す
る
爲
で
あ
ろ
う
、
こ
の
『
二
十
八
種
本
新
齊
諧
』
か
ら
『
三
十
種
本
新
齊
諧
』
へ
の
「
續
」
の
問
題
、
	び
『
續
新
齊
諧
』
の
「
二
卷
補
」
に
つ
い
て
論
究
し
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
に
⑮
の
み
で
あ
る
。
⑮
に
、
原
本
『
新
齊
諧
』
二
十
四
卷
、

乾
戊
申
（
五
十
三
年
）
刻
、
續
僅
八
卷
、
較
它
本
少
二
卷
。
該
本
卷
二
十
三
・
二
十
四
似
乎
已
經
補
改
、
非
戊
申
原
刻
、
如
卷
二
十
三
『
十
三
同
日
殉
』
篇
已
記
乾
己
酉
（
五
十
四
年
）
事
、
而
卷
二
十
三
總
目
標
三
十
四
則
、
實
有
四
十
二
則
（
較
它
本
仍
少
十
四
則
）、
卷
二
十
四
總
目
標
五
十
三
則
、
實
止
四
十
三
則
（
它
本
同
）、
（
以
下
略
（
９
））
原
本
『
新
齊
諧
』
二
十
四
卷
は
、
乾
戊
申
（
五
十
三
年
）
刻
と
記
し
て
あ
る
。
續
（
新
齊
諧
・
筆
）
は
僅
か
に
八
卷
で
あ
り
、
他
の
版
本
と
較
べ
て
二
卷
少
な
い
。
こ
の
本
（『
三
十
種
本
』・
筆
）
の
二
十
三
・
二
十
四
卷
は
す
で
に
補
改
さ
れ
て
い
て
、
戊
申
の
原
刻
と
は
う
。
例
え
ば
卷
二
十
三
の
『
十
三
同
日
殉
』
に
は
す
で
に
乾
己
酉
（
五
十
四
年
）
の
事
と
記
し
て
あ
る
、
そ
し
て
卷
二
十
三
は
總
目
に
三
十
四
則
と
あ
る
が
、
實
は
四
十
二
則
あ
る
（
他
の
版
本
よ
り
十
四
則
少
な
い
（
））。
卷
二
十
四
は
總
目
に
五
十
三
則
と
あ
る
が
、
實
は
四
十
三
則
に
止
ま
っ
て
い
る
（
他
の
版
本
と
同
じ
）。
『
隨
園
二
十
八
種
本
新
齊
諧
』
の
目
と
、
實
際
の
收
話
數
の
ず
れ
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
整
理
す
る
と
、
卷
二
十
三
原
本
總
目
三
十
四
則
原
本
話
數
四
十
二
則
三
十
種
話
數
五
十
四
則
卷
二
十
四
原
本
總
目
五
十
三
則
原
本
話
數
四
十
三
則
三
十
種
話
數
四
十
三
則
中
國
詩
文
論
叢
第
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と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
『
三
十
種
本
』
の
目
に
卷
二
十
三
・
卷
二
十
四
と
も
に
「
續
」
と
あ
る
の
は
お
か
し
い
の
で
あ
る
。
「
續
」
は
卷
二
十
三
だ
け
で
、
十
二
則
に
す
ぎ
な
い
し
、
こ
の
十
二
則
中
に
、
乾
五
十
三
年
以
後
と
思
わ
れ
る
話
は
な
い
。
こ
の
「
續
」
の
結
果
、
『
三
十
種
本
』
第
二
十
三
卷
は
、
數
が
三
十
三
と
不
自
然
に
多
く
な
っ
て
い
る
（
）。
し
て
『
三
十
種
本
』
は
刻
も
多
く
、
版
形
も
小
さ
く
「
普
	版

集
」
と
い
う
感
が
あ
る
。
そ
し
て
『
十
三
同
日
殉
』
の
問
題
で
あ
る
。
『
十
三
同
日
殉
』
は
、
こ
の
「
續
」
の
部
分
で
は
な
く
、
『
原
本
』
に
も
收
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
原
本
は
乾
戊
申
（
五
十
三
年
）
刻
で
あ
る
。
そ
こ
に
己
酉
（
五
十
四
年
）
の
で
き
ご
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
Ａ
乾
戊
申
（
五
十
三
年
）
刻
が
、
事
實
に
反
す
る
。
Ｂ
原
本
六
冊

て
が
、
乾
戊
申
に
出
た
わ
け
で
は
な
い
。
の
い
ず
れ
か
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
四
、
結
論
見
示
『
子
不
語
』
首
本
、
已

行
訖
（
）。
示
さ
る
る
『
子
不
語
』
の
首
本
、
已
に

て
行
し
訖
る
。
楊

か
ら
袁
枚
に
宛
て
た
、
抗
議
の
手
紙
の
書
き
出
し
の
部
分
で
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
あ
る
ヒ
ン
ト
が
隱
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
楊
が
抗
議
し
て
い
る
の
は
、
卷
四
に
收
さ
れ
て
い
る
『
李
香
君

卷
』
の
容
に
關
し
て
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
原
本
新
齊
諧
（
二
十
八
種
本
）』
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
の
「
首
本
」
と
は
、
普
に
考
え
て
「
第
一
冊
目
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
原
本
新
齊
諧
二
十
四
卷
』
は
、

の
如
く

六
冊
で
あ
る
。
改
裝
の
可
能
性
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
ま
っ
た
く
同
じ
版
式
の
『
隨
園
單
』・『
隨
園
隨
筆
』
も
手
元
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
の
數
に
大
差
が
見
ら
れ
ず
、
表
紙
の
紙
質
も
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。
普
に
考
え
て
、
六
冊

て
が
上
梓
さ
れ
た
あ
と
に
、
第
一
冊
だ
け
を
友
人
に
る
と
は
思
え
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
時
點
で
、
楊

の
も
と
に
ら
れ
た
の
は
、
第
一
冊
（
卷
四
ま
で
）
だ
け
で
あ
る
は
ず
だ
。
本
文
が
上
梓
さ
れ
た
後
で
、
「
元
人
の
部
に
雷
同
す
る
も
の
有
る
を
見
て
、
乃
ち
改
め
て
新
齊
諧
と
爲
す
（
）」、
と
有
る
よ
う
に
、『
序
』
を
書
き
直
し
、
『
目
』
を
付
し
て
戊
申
（
五
十
三
年
）
に
ま
に
あ
う
よ
う
に
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
『
序
』
と
『
目
』
の
み
は
、
版
心
が
『
新
齊
諧
』
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
『
目
』
は
相
當
い
で
作

袁
枚
『
子
不
語
』
の
増
補
（
中
野
）
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さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
、
卷
一
か
ら
卷
四
ま
で
は
、
『
目
』
の
「
計
幾
則
」
と
い
う
記
と
本
文
の
「
則
數
」
が
合
っ
て
い
る
が
、
卷
五
か
ら
は
も
う
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
第
一
冊
だ
け
が
ま
ず
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
根
據
に
な
る
は
ず
だ
。
そ
し
て
『
目
』
の
第
二
に
は
版
心
も
無
い
と
い
う
こ
と
も
「
い
」
で
作
さ
れ
た
こ
と
の
傍
證
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
原
本
新
齊
諧
二
四
卷
』
六
冊
は
、
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
冊
が
ま
ず
戊
申
（
五
十
三
年
）
に
ま
に
あ
う
よ
う
に
刊
行
さ
れ
、
乾
五
十
四
年
の
こ
と
と
記
さ
れ
て
い
る
『
十
三
同
日
殉
	』
を
含
む
、
殘
り
の
五
冊
は
、
た
ぶ
ん
同
時
に
で
は
な
く
、
順
を

っ
て
、
遲
く
と
も
五
十
六
年
に
は
刊
行
を
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
と
き
に
な
ん
ら
か
の
理
由
で
上
梓
さ
れ
ず
に
、
殘
っ
た
原
稿
が
、
『
三
十
種
本
』
刊
行
の
時
點
で
、
十
二
則
だ
け
第
二
十
三
卷
に
「
續
」
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
續
新
齊
諧
』
の
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
サ
ー
・
ウ
エ
イ
リ
ー
と
野
直
彬
が
、
續
集
の
『
續
子
不
語
』
は
、
一
七
九
六
年
ご
ろ
に
刊
行
さ
れ
て
い
る （
）。袁
枚
に
は
『
續
新
齊
諧
』
十
卷
と
い
う
書
も
あ
る
。
完
の
年
代
は
わ
か
ら
な
い
が
、
「
陽


」
を
見
て
書
い
た
明
白
な
痕
跡
が
あ
り
、
た
ぶ
ん
袁
枚
の
最
年
ま
で
書
き
續
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
）。
『
續
新
齊
諧
』
は
完
の
時
期
を
明
ら
か
に
し
な
い
。
書
中
の
記
事
は
乾
五
十
七
年
六
に
止
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
れ
よ
り
少
し
後
、
袁
枚
の
死
ぬ
少
し
に
完
し
た
わ
け
で
あ
ろ
う
（
）。
と
記
し
て
い
る
が
、
以
上
の
論
は
、
提
に
り
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ウ
エ
イ
リ
ー
が
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
⑧
で
あ
る
（
）。
⑧
の
『
續
新
齊
諧
』
は
、『
三
十
種
』
に
も
と
づ
い
た
十
卷
本
で
あ
る
。
野
氏
は
、
『
二
十
八
種
本
（
原
本
）』
と
『
三
十
種
本
』
を
校
合
し
て
譯
の
テ
キ
ス
ト
に
用
い
た
、
と
記
し
て
い
る
が
（
）、
第
二
十
三
卷
の
「
續
」
に
氣
づ
い
て
い
な
い
（
「
續
」
部
分
か
ら
の
譯
は
な
い
が
）
し
、
『
續
新
齊
諧
』
の
『
八
卷
本
』
と
『
十
卷
本
』
の
問
題
に
氣
づ
い
て
い
な
い
。す
る
に
、
と
も
に
『
續
新
齊
諧
八
卷
本
』
を
見
ず
、
あ
る
い
は
見
て
も
意
識
せ
ず
に
『
續
新
齊
諧
十
卷
本
』
だ
け
で
、
刊
行
の
時
期
を
單
に
袁
枚
の
死
の
直
と
推
定
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
袁
枚
が
世
を
去
っ
た
の
は
、
嘉
慶
二
年
十
一
十
七
日
（
西
で
は
１
７
９
８
年
１
３
日
）
で
あ
る
。
『
新
齊
諧
二
十
四
卷
』
が
刊
行
さ
れ
た
後
は
、
も
う
最
年
で
あ
る
。
１
７
９
６
年
と
い
う
可
能
性
も
排
除
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
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し
き
れ
な
い
。
し
か
し
決
定
な
の
は
、
そ
の
時
に
出
版
さ
れ
た
の
は
『
八
卷
本
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
『
續
新
齊
諧
』
第
八
卷
の
最
後
に
收
さ
れ
て
い
る
、『
皖
雷
』
は
、
「
乾
五
十
六
年
八
初
一
日
午
刻
有
雲
」
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
何
年
の
出
來
事
で
あ
っ
た
か
を
、
書
き
出
し
に
も
っ
て
く
る
と
い
う
の
は
、
『
新
齊
諧
・
續
新
齊
諧
』
を
	じ
て
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
、
最
後
の
卷
の
最
後
の
一
則
に
ふ
さ
わ
し
い
書
き
出
し
な
の
だ
。
そ
し
て
な
お
細
か
く
見
て
い
く
と
、
『
十
卷
本
（
三
十
種
本
）
續
新
齊
諧
』
の
『
皖
雷
』
の
刻
さ
れ
て
い
る
第
十
九

の
末
尾
に
、
「
續
新
齊
諧
第
八
」
と
有
る
の
で
あ
る
。
卷
一
か
ら
卷
七
ま
で
の
最
後
の

の
最
行
は
、
て
「
續
新
齊
諧
第
一
」
「
續
新
齊
諧
第
幾
」
で
あ
り
「
」
の
文
字
は
な
く
、
卷
九
・
卷
十
に
つ
い
て
は
最
後
の

の
最
行
に
は
、
何
も
刻
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
第
八
卷
ま
で
で
本
來
の
「
續
新
齊
諧
」
は
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
『
十
卷
本
（
三
十
種
本
）』
の

が
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
ど
こ
か
に
記
し
よ
う
と
し
た
心
の
現
れ
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
綜
合
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
『
原
本
新
齊
諧
』
は
乾
戊
申
（
五
十
三
年
）
に
第
一
冊
が
刊
行
さ
れ
、
第
六
冊
ま
で
そ
ろ
う
の
は
五
十
六
年
頃
。『
原
本
續
新
齊
諧
八
卷
本
（
二
十
八
種
本
）』
の
刊
行
は
、
す
こ
し
幅
を
持
た
せ
て
も
乾
五
十
八
年
（
１
７
９
３
年
）
か
ら
五
十
九
年
（
１
７
９
４
年
）
ま
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
袁
枚
は
『
續
新
齊
諧
』
刊
行
後
も
、
死
の
直
ま
で
「
怪

の
談
」
を
書
き
續
け
て
い
た
。
そ
の
殘
さ
れ
た
原
稿
が
『
三
十
種
本
』
刊
行
の
段
階
で
、
『
第
九
卷
・
第
十
卷
』
と
し
て
補
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二
卷
ぶ
ん
の
原
稿
の
量
の
多
さ
か
ら
考
え
て
、
『
原
本
續
新
齊
諧
八
卷
』
は
、
そ
れ
ほ
ど
死
の
直
の
刊
行
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。そ
し
て
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
が
、『
三
十
種
本
』
の
刊
行
は
、
從
來
多
く
の
「
書
目
」
に
、
「
乾
嘉
慶
之
」
と
あ
る
が
、
嘉
慶
の
後
に
ま
で
時
代
が
下
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
ふ
し
も
あ
る
の
で
あ
る
。
〔
〕
（
１
）
『
章
氏
書
』
、
『
章
學

書
』
文
物
出
版
影
印
、
１
９
８
５
年
７
。
45～
46頁
（
２
）
『
文
淵
閣
大
學
士
史
文
公


』
、
『
小
倉
山
文
集
』
卷
三
。
王
志

『
袁
枚
集
』
江
蘇
古
出
版
、
１
９
９
３
年
９
。
第
二
卷
、
40頁
袁
枚
『
子
不
語
』
の
増
補
（
中
野
）
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（
３
）
朱
自
『
詩
言
志
辨
』、『
朱
自
古
典
文
學
論
文
集
』
上
、
上
古
出
版
、
１
９
８
１
年
７
。
２
２
８
頁
（
４
）
朱
則
傑
『
詩
史
』
江
蘇
古
出
版
、
１
９
９
２
年
２
。
２
４
７
頁
（
５
）
同
。
２
６
８
頁
（
６
）
郭
沫
『
讀
隨
園
詩
話
札
記
』
（
７
）
中
野
譯
『
孔
子
が
話
さ
な
か
っ
た
こ
と
』
	況
出
版
、
１
９
９
８
年
８
。
邦
譯
に
は
他
に
以
下
の
三
種
が
あ
る
。
邑
樂
愼
一
譯

代
支
傳
集
『
子
不
語
』
長
崎
書
店
、
昭
和
十
六
年
八
。
今
村
與
志
雄
譯
『
中
國
古
典
文
學
集
』
第
二
十
卷
。
凡
、
昭
和
三
十
三
年
四
。
野
直
彬
譯
『
中
國
古
典
文
學
大
系
』
第
四
十
二
卷
。
凡
、
昭
和
四
十
六
年
二
。
（
８
）
h
ttp
:/
/
k
a
n
ji.zin
b
u
n
.k
y
o
to
-u
.a
c.jp
/
k
a
n
sek
i
（
９
）
申
孟
・
甘
林
『
言
』
13～
14頁
（
10）
實
は
十
二
則
で
あ
る
。
植
で
あ
ろ
う
か
。
（
11）
『
三
十
種
本
新
齊
諧
』
の
一
卷
は
二
十
四
の
も
の
が
多
い
。
二
十
一
卷
以
後
は
、
二
十
一
卷
二
十
九
、
二
十
二
卷
三
十
一
、
二
十
三
卷
三
十
三
、
二
十
四
卷
二
十
六
、
と
均
よ
り
多
め
で
あ
る
が
、
二
十
三
卷
が
出
し
て
い
る
。
（
12）
『
答
楊
笠
湖
・
附
來
書
』
、
『
小
倉
山
尺
牘
』
卷
七
、
王
志


『
袁
枚
集
』
江
蘇
古
出
版
、
１
９
９
３
年
９
。
１
３
８
頁
（
13）
『
新
齊
諧
・
序
』
（
14）
ア
ー
サ
ー
・
ウ
エ
イ
リ
ー
、
加
島

・
古
田
島
洋
介
譯
『
袁
枚
ー
十
八
世
紀
中
國
の
詩
人
』
凡
東
洋
文
庫
、
１
９
９
９
年
３
。
１
６
７
頁
（
15）
野
直
彬
『
中
國
古
典
文
學
大
系
』
第
四
十
二
卷
解
。
凡
、
１
９
７
１
年
２
。
５
１
４
頁
（
16）
野
直
彬
『
代
志
怪
書
解
題
』、『
中
國
小
史
考
』
秋
山
書
店
、
昭
和
５
０
年
１
０
。
３
０
３
頁
（
17）
ウ
エ
イ
リ
ー

書
。
３
０
５
頁
（
18）
（
15）
に
同
じ
。
５
１
３
頁
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
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